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まち活　通信　vol.7
－みんなで実践するまちづくり活動情報－ 

2015年１月 
女川町まちづくり推進協議会事務局 

「女川町のむかしとみらい」
参加者：16名
※「記憶の街ワークショップin女川」の詳細は、４ページをご覧ください。

　27日のまちカフェでは、模型の一部を囲みながら、“むかし”のことを記録していく中で感

じたことや、“みらい”に残したいことなどについて、大学生を交えて意見交換を行いました。

参加者：28名
　今回の発表会は、高政・岡清・マルキチ阿
部商店など学生インターンを受け入れた企業
をはじめ、チーム女川と親交のある多くのみ
なさんが参加しました。
　活動発表では、スタディツアーの企画、初
めて女川を訪れた学生の感想、インターン事
業から学んだことなどが発表され、学生から
は「町民のつながりを感じた」「世界経済を
もっと勉強しようと思った」などの感想が聞
かれました。
　また、学生からは今後の女川町PR活動に
あたって外から求められているニーズが発表
され、それに対して参加者は町の情報を提供
するなど、活発な意見交換が行われました。

まちカフェ×大学コラボ企画で活性化！
　11月・12月の“まちカフェ”は、町外からの若い視点で語り合う場として、大学生との意見

交換会、活動発表会を開催しました。

まちカフェ×記憶の街ワークショップin女川　　 11月27日

むかしを記録していく中で感じたこと みらいに残し、活用したいこと

中央大学ボランティアセンター「チーム女川」活動発表会
まち活×中央大学「チーム女川」コラボ企画 　12月6日

○中央大学１、２年生の学生たちが中心となり、震災後数回にわたり女川町でボラン

ティア活動やインターン事業に取り組んでいます。

○東京でも、物産展やサンマ提供に駆けつけてお手伝いをしたり、大学祭での「秋刀魚

のすり身汁」販売や女川写真展の開催など、女川町のPRに取り組んでいます。

中央大学ボランティアセンター「チーム女川」の紹介

◆「海とまち・海と人との近さ、

リアス式海岸の風景」などの

自然景観

◆「近所づきあいや人の温かさ」

などのコミュニティ

◆「女川の資源を活用できる学

部がある大学を作って、若い

世代を招き入れてはどうか」

などの提案

みなと祭りの復活が女川
らしさの復活につながる。

海と山に囲まれた女川の
地形は独特の資源である。

地域の情報に詳しい方が
多くいて、人と人のとの
つながりを感じた。

これからも女川に
通い続けます！

外からの支援を常
に受け入れられる
体制が必要。

ぜひ多くのことを学んで、
教訓を伝えてほしい。

私たちが大好きな
女川を伝えたい！
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まち活メールにご登録を！
　まち活では、講演会、実践講座、まちカフェ、まち歩きなどのイベントを随時開催していきます。
メール登録していただけば、いろんな情報をリアルタイムで配信します。メールの件名に「まち活
メール登録」、本文に「氏名、年齢、性別、職業（所属先）」をご入力のうえ、
fukko7@town.onagawa.miyagi.jp までご送信ください。

◆問合せ先　女川町まちづくり推進協議会／ワーキンググループ事務局

　役場復興推進課復興調整係　�54-3131内線239

◆まち活Facebook　https://www.facebook.com/machikatsuonagawa

【ワークショップ企画】

●女川町のプロモーション実践ワークショップ
◆日　時　【第１回】１月１４日（水）

　　　　　【第２回】１月２１日（水）

　　　　　ともに午後６時～７時３０分

◆場　所　復興まちづくり情報交流館

◆内　容　まちの魅力発信のための新たなコンテンツを住民参加

で企画し、みんなで年度末の実現を目指します。

【実践講座企画】

●すぐに使える！

　女川町のプロモーションのためのＳＮＳ活用術
◆講　師　古山隆幸氏（Ishinomaki2.0理事、イトナブ代表）

◆日　時　１月下旬※　午後６時～７時30分　

◆場　所　復興まちづくり情報交流館

◆内　容　Facebookやツイッターなどを、うまく使いこなすた

めの、アイデアやスキルを学ぶ講座です。

※詳細は広報１月号と一緒に配布した復興ニュースをご覧ください。
※その他の企画も、「まち活メール」やFacebookで随時発信します。

参加者：8名
話題提供：崎村周平さん

（スプレーアーティスト「D-BONS」）

　女川生まれ、女川育ちの崎村さん。町内では十分な

情報がない中、自主的にスプレーペイントを学んで活

動を広げています。震災後に実施した、大漁旗コンテ

ナプロジェクトやライブペイント、町内での作品制作

活動について紹介していただきました。

　崎村さんからは「若い世代が離れていくのは寂しい」、

「若者向けの文化として中学生や高校生と一緒に魅力

的な町をつくっていきたい」との想いが語られました。

　参加者からは「新しい町の法面や段差にもアートを

取り入れてはどうか」、「隠しアイテム化してみんなが

町を歩く仕組みをつくりたい」、「子どもたちと一緒に、

音楽や歴史、海と融合した取り組みができる」などの

アイデアが多く出されました。

みなさんの地域・団体へ。

出張まちカフェ
のご案内

　“まち活”では、
地域・団体など、
みなさんが集ま
る場に出張して、
地域の活動に関
する意見・悩みをお伺いしま
す。「もっと活動への参加者
を増やしたい」「他の地域や団
体と連携したい」など、みな
さんの主体的な活動を支援し
ます。随時募集していますの
で、下記問合せ先までご連絡
ください。

�１月は今年度のアイデア実現に向けた企画を開催します！

●スプレーペイントと地域づくり
12月11日

まちカフェ“まちの先生”シリーズ、テーマはアート！
　町内で「まちづくり活動」を実践し、活躍している方を“まちの先生”として迎え、活動の紹

介やテーマについての意見交換を行っています。

アートと融合し
た魅力的なまち
をつくりたい！
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